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領
塞
　
の
　
限
界

前

原

光

雄

輔二三四

科
學
の
進
歩
と
法
の
塗
成

場
行
法
か
ら
観
た
領
室
の
限
界

大
氣
圏
の
範
園
（
領
室
の
範
園
）

結
　
　
　
語

に
開
す
る
學
読

科
學
の
進
歩
と
法
の
生
成

　
十
九
世
紀
の
絡
り
頃
か
ら
人
間
が
室
を
飛
ぶ
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
豫
想
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
　
「
輕
氣
球
上
ト

　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
b
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
）

り
又
は
こ
れ
に
類
似
し
た
る
新
な
る
他
の
方
法
に
依
り
投
射
物
及
び
爆
裂
物
を
投
下
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
宣
言
」
及
び
一
九
〇
七
年
の
陸
戦
怯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
し
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
し

規
第
二
十
五
條
が
、
一
八
九
九
年
の
陸
戦
法
規
第
二
十
五
條
に
修
正
を
加
え
、
「
防
守
せ
ざ
る
都
市
．
村
落
、
佳
宅
叉
は
建
物
は
、
如
何
な
る
虫

ち
　
　
ち
　
　
ね
　
　
り
　
　
ち

段
に
よ
る
も
、
之
を
攻
撃
叉
は
砲
撃
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
し
て
、
　
「
い
か
な
る
手
段
に
よ
る
も
」
な
る
言
葉
を
挿
入
し
た
こ
と
は
、
航
室
機
ド

よ
る
攻
撃
を
豫
期
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
科
學
の
進
歩
に
よ
る
航
室
機
の
出
現
は
、
室
挫

の
法
的
性
格
を
究
明
す
る
必
要
を
生
ぜ
し
め
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
人
間
は
室
に
封
し
て
支
配
力
を
及
ぼ
し
得
な
か
つ
た
た
め
に
、
室
の
法
的
性
赦

　
　
　
領
室
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
U
四
七
）



　
　
　
領
室
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
一
四
八
）

を
明
か
に
す
る
必
要
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
末
ま
で
は
、
國
家
の
領
域
を
考
え
る
場
合
に
は
、
領
土
と
領
水
を
取
り
扱
え
ぽ
こ
と
足
り

た
の
で
あ
つ
た
。
航
室
機
の
出
現
は
、
室
域
の
法
的
性
格
の
決
定
を
迫
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
國
際
法
學
者
及
び
國
際
法
學
會
等
は
こ
の

室
域
の
性
質
に
つ
き
盛
ん
に
研
究
を
開
始
し
た
。
國
際
法
的
に
室
域
の
法
的
性
格
を
論
じ
た
最
初
の
論
文
は
一
九
〇
一
年
に
フ
ォ
：
シ
ー
ユ
が
フ

ラ
ン
ス
の
國
際
法
評
論
に
嚢
表
し
た
「
室
域
と
航
室
機
の
法
律
制
度
冨
ご
o
目
蝕
昌
卜
曾
一
霞
9
ざ
国
禽
ぎ
o
甘
旨
島
名
o
幽
霧
卜
曾
3
冨
毬
」

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
學
者
の
見
解
、
學
會
の
意
見
等
は
匠
々
で
あ
つ
た
が
、
第
一
家
大
駿
の
経
験
を
経
て
、
｝
九
一
九
年
に
パ
リ
ー
で
結
ば
れ

た
國
際
航
室
條
約
第
一
條
は
「
締
約
國
は
、
各
國
が
そ
の
領
域
上
の
室
間
（
豊
超
8
）
に
お
い
て
完
全
か
つ
排
他
的
な
主
穫
を
有
す
る
こ
と
を

承
認
す
る
」
と
規
定
し
て
、
領
土
、
領
水
上
の
室
間
が
、
領
土
、
領
水
國
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
れ
と
同
趣
旨
の
規
定
は
一
九
二
六

年
の
イ
ベ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ソ
航
室
條
約
、
一
九
二
八
年
の
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
商
業
航
室
條
約
等
に
も
見
ら
れ
、
極
め
て
一
般
的
な
條
約
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

一
九
四
四
年
に
シ
カ
ゴ
で
結
ば
れ
た
「
民
間
航
室
條
約
」
の
第
一
條
も
、
パ
リ
1
條
約
と
同
丈
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
國
家
の

領
土
、
領
水
上
の
室
問
の
性
格
は
一
慮
國
際
法
上
解
決
さ
れ
た
か
に
観
え
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
科
學
の
震
達
に
つ
れ
て
、
人
工
衛
星
や
ロ
ケ

ッ
ト
が
大
氣
圏
を
離
れ
て
高
く
打
ち
上
げ
ら
れ
、
宇
宙
族
行
の
可
能
性
す
ら
期
待
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
國
家
が
完
全
か
つ
排
弛
的
な
主
穫
を
も
つ

と
認
め
ら
れ
て
い
る
國
家
の
領
土
、
領
水
上
の
室
間
の
範
園
は
ど
こ
ま
で
で
あ
る
か
、
言
い
か
え
れ
ぽ
、
領
室
の
範
園
は
ど
こ
ま
で
で
あ
る
か
と

い
う
間
題
が
提
起
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
そ
の
理
由
は
、
國
家
の
領
室
が
無
限
の
上
方
ま
で
延
び
る
も
の
と
す
れ
ば
、
人
工
衛
星
、
宇
宙
ロ
ケ
ッ

ト
等
は
、
地
球
の
自
韓
に
よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
て
上
昇
中
に
或
國
の
領
室
か
ら
他
國
の
領
室
に
入
り
、
叉
人
工
衛
星
の
場
合
に
も
、
地
球
の
自
輻

と
人
工
衛
星
そ
の
も
の
の
逮
度
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
瞬
間
的
に
多
く
の
國
の
領
室
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
り
、
領
室
國
は
外
國
の
人
工
衛
星
が
自
國

の
領
室
に
入
つ
た
こ
と
を
知
り
得
な
い
か
、
あ
る
い
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
甥
し
何
ら
下
位
國
は
支
配
力
を
及
ぼ
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
か
り
に
支
配
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
外
國
の
人
工
衛
星
が
自
國
に
無
害
に
運
行
し
て
い
る
も
の

に
鉗
し
、
支
配
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
果
し
て
要
當
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
問
題
が
起
つ
て
來
る
。
こ
の
よ
う
に
、
科
學
の
進
歩
は
、
領
室
を
無



限
と
す
る
観
方
に
反
省
を
促
す
べ
き
必
要
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
に
お
い
て
、
國
際
蓮
合
で
も
、
第
二
一
両
総
會
は
、
一
九
五
八
年
一
二
月
一
三
日
に
大
氣
圏
外
（
窪
霊
H
の
讐
o
）
李
和
利
用
に
關
す
る
特

別
委
員
會
を
設
置
す
る
旨
の
決
議
二
一
西
八
（
困
目
）
を
採
揮
し
た
。
そ
の
委
員
會
の
任
務
は

　
㈲
大
氣
圏
外
の
李
和
利
用
に
關
す
る
國
蓮
、
そ
の
專
門
機
闘
及
び
そ
の
他
國
際
機
關
の
活
動
及
び
能
力

　
⑥
経
濟
的
及
び
科
學
的
畿
達
状
態
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
國
の
利
盆
の
た
め
に
、
國
蓮
の
主
催
下
に
特
に
下
記
の
諸
提
案
を
考
慮
に
入

　
れ
て
、
適
切
に
行
い
得
る
大
氣
圏
外
の
李
和
利
用
に
お
け
る
國
際
的
協
力
及
び
計
書
の
範
園

　
　
①
國
際
地
球
観
測
年
の
枠
内
に
お
い
て
實
施
さ
れ
て
い
る
大
氣
圏
外
調
査
の
恒
久
的
基
礎
に
基
く
縫
績

　
　
の
大
氣
圏
外
研
究
に
關
す
る
情
報
の
相
互
交
換
及
び
頒
布
の
組
織
化

　
　
③
大
氣
圏
外
研
究
の
た
め
の
國
家
的
調
査
計
婁
の
調
整
及
び
右
の
實
現
の
た
め
の
す
べ
て
の
可
能
な
援
助
の
供
與

　
⑥
國
蓮
の
枠
内
で
こ
の
分
野
に
お
け
る
國
際
的
協
力
を
促
進
す
る
た
め
の
將
來
の
機
構
上
の
取
り
極
め

　
＠
大
氣
圏
を
開
襲
す
る
た
め
の
計
書
の
實
施
に
あ
た
り
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
き
法
律
問
題
の
性
質

　
以
上
の
四
項
目
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
第
一
四
回
総
會
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
實
は
、
大
氣
圏
外
（
2
8
H
撃
．

8
）
と
大
氣
圏
（
包
話
冨
8
）
と
の
法
的
性
格
の
匝
別
を
前
提
と
す
る
も
の
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
大
氣
圏
と
大
氣
圏
外
と
が
全
く
同

質
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
特
に
大
氣
圏
外
に
つ
い
て
の
み
李
和
利
用
が
問
題
と
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、
大
氣
圏
に
つ
い
て
も
同
様
な
考

慮
が
梯
わ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
大
氣
圏
、
大
氣
圏
外
と
い
う
表
現
を
用
い
る
な
ら
、
こ
の
二
個
の
圏
の
限
界
は
ど
こ
に

あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
明
か
に
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
よ
り
根
本
的
な
問
題
は
、
國
家
の
領
域
と
し
て
の
領
室
の
限
界
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

そ
れ
と
も
領
室
は
無
限
で
　
あ
る
か
。
こ
の
問
題
が
解
決
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
大
氣
圏
外
と
よ
ば
れ
て
い
る
部
分
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
國
家

の
領
域
と
し
て
庭
理
せ
ら
れ
る
か
、
或
い
は
國
家
の
領
域
と
は
無
闘
係
な
存
在
と
し
て
塵
理
せ
ら
れ
る
か
が
明
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
氣
圏
外

　
　
　
　
領
室
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
一
四
九
）



　
　
　
領
墜
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
、
　
（
蝿
五
〇
）

の
雫
和
利
用
と
い
う
こ
と
が
國
蓮
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
大
氣
圏
外
は
領
室
外
で
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
か
り
に
、
大
氣
圏
外
が
國
家
の
領
室
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
の
李
和
利
用
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
て
國
蓮
が
検
討
す
る
こ
と
自

燈
は
國
家
の
領
域
権
を
侵
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
航
室
機
の
出
現
に
よ
つ
て
二
十
世
紀
の
初
頭
に
起
つ
た
と
同
じ
よ
う
な
室
域
に
關
す
る
問
題
が
、
一
九
五
七
年
一
〇
月

四
日
に
ソ
蓮
が
八
三
．
六
キ
巨
グ
ラ
ム
の
入
工
衛
星
ス
プ
ト
昌
ク
第
一
號
を
打
ち
上
げ
て
か
ら
、
現
實
の
問
題
と
し
て
提
起
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
人
工
衛
星
を
襲
射
す
る
計
蓋
は
、
一
九
五
五
年
に
ア
メ
リ
ヵ
が
國
際
地
球
観
測
年
の
た
め
に
獲
射
計
書
を
嚢
表
し
て
い
る
し
、
一
九
五
七
年

六
月
一
日
に
は
、
ソ
蓮
の
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
會
長
は
プ
ラ
ウ
ダ
紙
上
に
ソ
蓮
科
學
者
の
努
力
に
よ
り
、
瞬
ケ
ッ
ト
及
び
そ
の
必
要
部
分
が
造
ら
れ

た
と
い
う
「
人
工
衛
星
製
作
の
間
題
」
に
つ
き
論
文
を
嚢
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
の
實
現
は
切
實
に
領
室
の
範
園
を
確
定
す

る
こ
と
を
要
講
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
科
學
の
進
歩
に
伴
う
新
事
態
の
出
現
は
、
領
室
の
限
界
、
ひ
い
て
は
宇
宙
に
關
す
る
法

の
生
成
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　
以
下
に
お
い
て
、
領
室
は
無
限
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
一
定
の
限
界
が
あ
る
か
。
領
室
に
限
界
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
限
界
線
を
い
ず
れ
に

求
む
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
勲
に
つ
い
て
の
諸
見
解
を
紹
介
し
、
併
せ
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

　
（
1
）
　
一
八
九
九
年
の
第
嶋
同
耶
和
會
議
に
お
い
て
五
ヵ
年
の
期
限
で
こ
の
宣
言
は
探
鐸
さ
れ
た
。
從
つ
て
、
一
九
〇
七
年
の
第
二
回
會
議
の
時
に
は
、
こ
の
宣
書

　
　
ば
失
効
し
て
い
た
が
、
第
三
同
の
耶
和
會
議
終
了
の
時
ま
で
を
有
効
期
間
と
し
て
、
第
二
同
の
卒
和
會
議
で
こ
の
宣
書
が
成
立
し
た
。

　
（
2
）
ツ
国
讐
9
昌
ρ
図
2
ま
＠
置
ひ
邑
φ
魯
U
§
＝
昌
言
謹
畏
o
髭
一
勺
昌
9
二
8
ど
b
』
犀
9
看腔
鼠
～

　
　
　
領
室
制
度
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
経
過
は
拙
稿
「
領
室
に
つ
い
て
」
綜
合
法
學
、
第
二
巻
、
四
月
號
、
二
九
！
三
三
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
英
丈
で
は
　
屋
0
8
β
言
蓉
鑓
昌
的
oロ
富
群
0
の
憾
σ
8
嶋
巳
腕
②
露
国
鱒
O
く
O
昌
、
の
静
即
静
O
げ
象
“
R
冨
B
営
O
酔
⑦
帥
昌
“
9
【
O
冒
鮎
鴫
O
砿
Q
く
O
哩
O
凶
内
昌
“
矯
O
く
O
同
酔
げ
O

　
　
母
餐
O
O
帥
ご
●
く
O
勘
罐
酔
の
鼠
8
胡
●
　
佛
丈
で
は
　
戸
①
oo
国
魯
錫
砕
O
砿
男
麟
詳
貯
聡
8
昌
帥
琶
O
雷
昌
静
O
o
2
醜
O
O
O
目
届
凶
器
O
昌
貯
』
鐸
O
O
び
曽
ρ
β
O
男
G
冨
昌
O
O
即
冨

　
　
望
冒
く
O
挙
置
魅
O
O
目
営
徹
言
O
酔
O
趣
O
冒
匹
弓
0
0陰
G
峰
一
、
霧
冨
8
帥
齢
B
暮
曾
言
9
0
薗
露
ム
O
O
o
凸
ロ
肋
“
0
8
昌
審
躍
詳
⇔
母
9
と
な
つ
て
い
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
現
行
法
か
ら
観
た
領
塞
の
限
界

　
現
行
國
際
法
上
領
室
の
範
園
は
い
か
に
な
つ
て
い
る
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
最
も
基
準
的
な
も
の
と

し
て
は
一
九
四
四
年
の
シ
カ
ゴ
民
間
航
室
條
約
を
鋸
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
條
約
は
一
九
一
九
年
の
パ
リ
！
條
約
と
同
丈
で
あ

る
か
ら
、
シ
カ
ゴ
條
約
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
パ
リ
ー
條
約
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
シ
カ
ゴ
條
約
は
比
較
的

最
近
の
條
約
で
あ
り
、
し
か
も
、
締
約
國
の
数
は
本
年
一
月
ま
で
に
七
十
ヵ
國
以
上
に
及
び
、
ほ
と
ん
ど
全
世
界
的
な
條
約
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
條
約
第
一
條
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
國
家
の
領
域
上
の
室
間
（
魯
誘
饗
8
」
．
o
溜
8
魯
B
塞
喜
貧
暑
o
）
に
は
、
國
家
は
完
全
か
つ
排
他
的

な
主
穫
を
も
つ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
國
家
が
完
全
か
つ
排
他
的
な
主
穫
を
有
す
る
包
畠
眉
器
o
と
は
何
を
指
す
か
と
い
グ
こ

と
が
明
か
に
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
條
約
で
の
領
室
は
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
が
明
か
に
な
る
わ
け
で
あ
る
φ
し
か
も
、
こ
の

條
約
が
世
界
の
大
多
数
の
國
の
参
加
す
る
條
約
で
あ
る
か
ら
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
総
て
の
國
は
、
こ
の
條
約
の
規
定
を
承
認
し
て
い
る
故
に
、
こ

の
條
約
で
の
領
室
は
現
行
國
際
法
上
の
領
室
の
意
味
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
観
て
も
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
シ
カ
ゴ
條
約
第
一
條
の
エ
ア
ー
・
ス
ペ
ー
ス
の
意
味
の
解
繹
に
關
し
て
は
、
大
饅
三
つ
の
見
解
が
あ
る
。
第
一
は
國
家
主
椹
は
、
大
氣
圏
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
及
ぶ
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
は
、
國
家
主
穫
は
大
氣
圏
の
限
度
ま
で
及
ぶ
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
は
、
國
家
主
穫
は
シ
カ
ゴ
條
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

意
味
で
の
航
空
機
が
行
動
で
き
る
商
さ
ま
で
及
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
読
の
領
室
が
無
限
に
上
方
ま
で
接
が
る
と
い
う
見
解
は
、
二
十
世

紀
の
始
め
に
室
域
の
法
的
性
格
が
問
題
と
せ
ら
れ
た
頃
か
ら
現
わ
れ
た
最
も
古
い
見
解
で
あ
る
。
領
室
の
必
要
は
、
下
に
あ
る
國
家
の
安
全
と
利

盆
を
保
謹
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
た
め
に
は
、
國
際
法
は
國
家
が
自
己
の
安
全
の
た
め
に
は
、
い
か
な
る
飛
行
を
も
統

制
す
る
槽
利
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
解
す
る
。
例
え
ば
、
ニ
ジ
ェ
ホ
ル
ト
（
ぎ
吾
日
帥
客
督
ぎ
5
は
、
一
九
一
〇
年
の
著
で
「
そ
れ
故
に
、

わ
れ
わ
れ
は
、
國
家
主
椹
は
國
家
の
利
盆
の
到
達
す
る
高
さ
ま
で
到
達
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
到
達
す
る
高
さ
の
可
能
性
は
大
氣
圏
の
最
高
の
限

　
　
　
　
領
室
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
（
一
五
繍
）



　
　
　
領
室
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六
　
　
（
暉
五
二
）

界
で
絡
る
。
・
・
．
．
．
．
原
則
と
し
て
、
エ
ァ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
ぱ
主
権
國
の
領
域
に
薦
す
る
ゆ
そ
れ
故
に
、
國
家
は
無
限
の
高
さ
ま
で
完
全
な
主
穫
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4

つ
。
そ
の
主
櫨
は
條
約
に
よ
つ
て
の
み
消
滅
さ
れ
又
は
制
限
し
得
る
」
。
こ
の
記
述
が
明
瞭
に
示
す
よ
う
に
、
「
國
家
主
権
は
無
限
の
高
さ
ま
で
及

ぶ
」
と
言
い
な
が
ら
、
「
大
氣
圏
の
最
高
の
限
界
で
絡
る
」
と
言
い
、
こ
の
営
時
は
大
氣
圏
を
無
限
の
高
さ
と
解
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
宇

宙
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
は
夢
想
だ
に
し
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
時
代
の
學
者
が
、
こ
の
よ
う
な
非
科
學
的
な
意
見
を
述
べ
た
と

し
て
も
笑
う
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
シ
カ
ゴ
條
約
の
エ
ア
ー
・
ス
ペ
ー
ス
の
解
繹
と
し
て
、
無
限
の
高
さ
ま
で
を
表
現
し
た
言
葉
で
あ
る
と

解
す
る
ご
と
は
文
理
的
に
無
理
な
解
繹
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
エ
ア
！
・
ス
ペ
！
ス
は
「
室
氣
の
あ
る
場
所
」
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
室
氣
の
な

い
無
限
に
上
方
の
室
間
を
エ
ア
ー
・
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
言
葉
の
意
味
と
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
殊
に
、
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
が
天
盤

と
し
て
の
地
球
を
離
れ
て
、
他
の
天
饅
に
近
く
飛
び
去
り
、
叉
は
地
球
の
園
り
を
同
輻
し
て
い
る
時
に
、
例
え
ば
人
工
衛
星
の
速
度
と
地
球
の
自

轄
の
速
度
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
人
工
衛
星
は
極
め
て
短
時
間
に
或
國
の
上
室
か
ら
他
國
の
上
室
に
移
り
、
下
位
國
が
人
工
衛
星
の
飛
ぶ
場
所
に

自
國
の
領
域
穫
を
主
張
す
る
こ
と
が
實
盆
を
伴
わ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
無
害
に
蓮
行
す
る
場
合
の
人
工
衛
星
に
領
域
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
實

盆
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
却
つ
て
國
際
的
見
地
か
ら
は
、
室
間
の
亭
和
利
用
の
障
害
と
な
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら

ば
、
領
室
の
無
限
を
主
張
す
る
意
見
に
は
賛
成
し
難
い
。
の
み
な
ら
ず
、
一
方
に
お
い
て
、
國
家
が
自
國
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
に
は
、

そ
こ
に
有
効
な
支
配
（
o
鷺
0
9
塔
0
8
含
8
一
）
を
及
ぼ
し
得
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
領
室
無
限
読
を
容
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
次
に
は
、
第
三
読
の
シ
カ
ゴ
條
約
や
パ
リ
ー
條
約
で
の
エ
ア
ー
・
ス
ペ
ー
ス
と
は
條
約
に
規
定
す
る
航
室
機
（
普
器
儲
沖
）
が
活
動
し
得
る
高

さ
ま
で
で
あ
る
と
す
る
読
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
読
を
主
張
す
る
根
擦
と
し
て
は
、
シ
カ
ゴ
條
約
の
附
属
書
第
七
條
に
航
空
機
を
定
義
し
て

「
航
室
機
と
は
室
氣
の
反
動
に
よ
つ
て
大
氣
中
で
蓮
航
で
き
る
機
械
》
身
目
舘
げ
甘
o
序
暮
o
欝
魯
写
o
置
暦
宮
昌
甘
甘
o
舞
日
3
眉
冨
器

淳
o
目
夢
o
冨
即
9
幽
8
畠
窪
o
亀
ユ
と
し
て
い
る
の
で
、
シ
カ
ゴ
條
約
と
附
属
議
定
書
と
を
一
饅
的
に
考
え
る
な
ら
ぱ
、
本
條
約
第
｝
條
の
エ



ア
ー
．
ス
ペ
ー
ス
は
航
室
機
が
飛
び
得
る
高
さ
ま
で
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
観
方
に
封
し
て
、
本
條
約
第
一
條
は
領
室

の
一
般
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
、
こ
の
規
定
は
シ
カ
ゴ
條
約
の
締
約
國
で
あ
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
適
用
せ
ら
れ
る
が
、
附
厨
協
定

の
方
は
締
約
國
の
み
を
拘
束
す
る
の
で
あ
つ
て
、
繭
者
は
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
附
属
協
定
に
よ
つ
て
一
般
原
則
を
制
限
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
解
繹
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
の
読
が
あ
る
。
論
理
的
に
は
、
こ
の
反
封
論
に
も
充
分
の
理
由
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
う

條
約
が
結
ぱ
れ
る
當
時
に
お
い
て
、
領
空
は
航
室
機
の
昇
り
得
る
よ
り
も
よ
り
高
い
室
域
ま
で
及
ぶ
か
否
か
と
い
う
黙
が
條
約
締
結
の
衝
に
當
つ

た
各
國
の
全
権
委
員
逡
の
考
慮
に
入
つ
て
い
た
か
ど
う
か
。
恐
ら
く
、
こ
れ
等
の
黙
に
は
考
え
及
ば
な
か
つ
た
と
い
う
の
が
現
實
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
の
謹
擦
に
は
、
こ
れ
等
爾
條
約
の
議
事
録
に
は
、
航
室
機
の
昇
り
得
る
高
さ
以
上
に
主
椹
を
及
ぼ
す
必
要
は
な
い
と
條
約
参
加
國
が
考
え

た
と
い
う
何
の
護
擦
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
航
空
機
以
外
の
方
法
で
、
航
室
機
の
達
し
得
な
い
高
い
室
間
に
實
力
を
行
使
す
る
方
法
の
無
か
つ
た

當
時
に
お
い
て
は
、
こ
れ
は
む
し
ろ
當
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
從
つ
て
、
シ
カ
ゴ
條
約
や
パ
リ
ー
條
約
で
の
エ
ア
ー
・
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
言
葉
は
、

無
自
畳
的
に
使
用
し
た
と
い
う
の
が
實
状
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
無
自
畳
的
と
い
う
意
味
は
、
エ
ア
i
・
ス
ペ
ー
ス
以
外
に
國
家
主
椹
が
及

ぶ
か
否
か
に
つ
い
て
剣
断
す
る
こ
と
な
く
、
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
エ
ア
！
・
ス
ペ
ー
ス
（
大
氣
圏
）
は
ゲ
ッ
ド
フ

イ
ス
（
の
8
昏
昌
慌
）
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
氣
の
な
い
室
間
（
鑑
昌
o
器
・
塗
冨
8
）
を
含
む
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
大
氣
圏
外
は
エ

ァ
ー
．
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
含
ま
れ
な
い
。
又
ゲ
ッ
ド
フ
イ
ス
は
大
氣
圏
は
土
地
の
附
屍
物
で
あ
る
が
、
大
氣
圏
外
は
そ
う
で
な
い
。

大
氣
圏
と
大
氣
圏
外
と
の
土
地
に
關
す
る
關
係
は
程
度
の
相
違
で
は
な
く
て
、
性
質
（
胃
厳
自
）
の
相
違
で
あ
る
と
言
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理

由
に
よ
つ
て
、
シ
カ
ゴ
條
約
や
パ
リ
ー
條
約
第
一
條
の
エ
ア
ー
・
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
言
葉
は
大
氣
圏
（
暮
鍔
o
昌
富
誉
皿
冨
8
）
と
同
義
に
解
す
べ

き
で
あ
る
と
す
る
。
文
理
的
に
は
、
エ
ァ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
は
大
氣
圏
、
帥
ち
室
氣
の
あ
る
室
間
と
解
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
大
氣
圏
と
は
ど
こ
ま
で
で
あ
る
か
。
空
氣
の
稀
少
な
分
子
で
も
存
在
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
大
氣
圏
で
あ
ろ
う
か
。
室
氣
の
極
め
て
僅
か
な

分
子
は
相
當
高
度
の
所
ま
で
あ
る
し
、
室
氣
分
子
の
存
在
す
る
所
と
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
所
と
の
分
界
線
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
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領
塞
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三
七
　
　
　
（
一
五
三
）
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三
八
　
　
　
（
一
五
四
）

空
氣
は
商
度
が
商
く
な
る
に
つ
れ
て
段
々
と
稀
薄
に
な
り
、
途
に
は
空
氣
が
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
果
し
て
ど
の
線
で
室
氣
が
無
く
な
つ
た

か
の
限
界
線
は
明
か
で
な
い
そ
う
で
あ
る
。
僅
か
な
室
氣
の
分
子
は
高
度
一
〇
〇
〇
マ
イ
ル
で
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
果
し
て
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
室
氣
分
子
を
認
め
得
る
と
こ
ろ
は
大
氣
圏
と
す
れ
ば
、
大
氣
圏
内
を
人
工
衛
星
が
蓮
行
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
で
は
非
實
際
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

で
あ
る
と
い
5
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
大
氣
圏
と
は
ど
こ
ま
で
を
指
す
か
と
い
う
問
題
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
寓
甚
冒
匿
男
o
躍
サ
ピ
o
く
〇
一
物
び
国
醒
富
牌
騨
詳
G
議
0
9
一
㎡
昌
帥
9
0
一
〇
同
儀
o
ぎ
O
O
昌
く
o
昌
試
O
昌
O
窪
審
偽
9
一
〇
偉
・
　
（
犀
o
〈
百
o
h
群
昌
ゆ
曽
宏
Q
隣
o

　
　
冒
Q
酔
卜
①
瓢
o
却
お
認
一
づ
．
⑳
S
o
酔
o
腔
鼠
く
。
）

　
　
ほ

　
（
2
）
食
露
寓
昌
葺
寄
魯
窪
魯
o
剛
ぎ
営
o
目
留
の
≦
〇
一
窪
G
傷
」
3
。
。
り
廿
●
。
。
一
魯
。
。
2
．

　
（
3
）
　
勉
O
ぎ
ρ
Q
8
冒
Q
J
卜
琶
Φ
鵠
3
β
oo
8
一
〇
薯
亀
ぎ
8
瑠
畠
㌶
0
5
毘
ピ
p
笥
の
第
五
〇
同
総
會
の
議
事
録
、
一
九
五
六
年
四
月
、
八
0
頁
。

（
4
）
ξ
。
匿
塁
》
差
9
。
劃
ト
ぱ
警
器
瑠
σ
首
ξ
u
謹
。
も
．
参

　
（
5
）
U
●
0
8
島
鎧
量
去
吋
曽
お
審
お
β
身
帥
且
窪
o
萄
嘘
毘
乙ロ
富
言
Ω
9
0
縄
富
吋
Oo

窓
β
一
譲
。
。
暢
唱
』
－
伊

　
（
6
）
　
Ω
§
β
詰
は
一
九
五
八
年
昌
ユ
！
ヨ
：
ク
で
開
か
れ
た
ぎ
言
㎏
昌
魯
す
嵩
一
ピ
四
零
卜
憩
δ
色
9
6
昌
の
組
會
に
提
出
す
る
決
議
案
と
し
て
次
の
よ
う
な
も

　
　
の
を
作
成
し
た
。

　
　
　
大
氣
圏
外
の
準
和
的
且
有
盆
な
利
用
に
お
け
る
國
際
團
饒
の
捜
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
利
盆
に
鑑
み
、
且
大
氣
圏
外
に
お
け
る
人
間
活
動
の
規
律
に
法
盟
系
が
必
要

　
　
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
次
の
よ
う
な
決
議
を
承
認
す
る
。

　
　
　
①
國
際
法
協
會
は
一
九
四
四
年
十
二
月
七
日
の
シ
カ
ゴ
協
約
第
一
條
に
罵
い
ら
れ
て
い
る
毘
巖
唱
碧
①
な
る
言
葉
は
、
そ
の
明
白
な
意
味
で
大
氣
圏
（
魯
唐
需
・

　
　
　
旨
O
昆
O
馳
冨
O
O
）
と
同
義
で
あ
る
と
の
意
見
で
あ
る
。

　
　
　
③
國
際
法
協
會
は
、
0
5
亀
観
8
（
大
氣
圏
外
）
は
人
類
の
共
同
財
産
を
な
し
、
総
て
の
者
の
使
用
に
解
放
せ
ら
れ
、
　
い
か
な
る
一
國
の
領
有
に
も
蕊
せ

　
　
　
ず
、
か
つ
各
國
が
こ
の
原
則
を
承
認
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
の
意
見
で
あ
る
。

　
　
　
③
國
際
法
協
會
は
國
際
蓮
合
が
大
氣
圏
外
を
支
配
す
る
法
の
登
展
と
作
成
に
役
割
を
演
ず
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
國
際
連
合
が
大
氣
圏
外
の
含
む
政
治

　
　
　
的
、
経
濟
的
、
鮭
會
的
及
び
科
學
的
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。



三
　
大
氣
圏
の
範
園
（
領
室
の
範
園
）
に
關
す
る
學
説

　
シ
カ
ゴ
條
約
に
い
う
エ
ァ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
と
は
大
氣
圏
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
大
氣
圏
は
ど
の
範
園
を
指
す
か
。
大
氣
圏
が
下
位
國
の
領
室
と

し
て
そ
の
主
櫨
を
及
ぼ
し
得
る
と
す
れ
ば
、
大
氣
圏
よ
り
上
部
は
國
家
主
梅
の
支
配
が
及
ば
な
い
室
問
で
あ
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
大
氣
圏
外
で
あ
る

と
す
れ
ぱ
、
こ
の
大
氣
圏
外
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
か
。
こ
の
二
圏
の
境
界
を
い
か
な
る
基
準
に
よ
つ
て
決
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
の
見
解
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
の
主
な
る
も
の
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
e
　
大
氣
圏
は
航
室
機
が
昇
り
得
る
高
さ
ま
で
で
あ
る
と
す
る
読
が
あ
る
。
こ
の
読
を
唱
え
る
者
も
、
そ
の
立
論
の
基
礎
は
必
ず
し
も
同
一
で

は
な
い
。
例
え
ぱ
、
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
（
男
O
段
冨
9
）
に
よ
れ
ば
、
航
室
の
技
術
的
性
質
は
、
室
氣
が
航
室
機
を
支
え
る
と
い
う
事
實
に
あ
る
。
こ

れ
は
丁
度
航
海
の
性
質
が
、
水
が
船
を
支
え
る
と
い
う
事
實
に
あ
る
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
室
法
の
適
用
は
航
室
機
で
正
規
の
室
氣
力
學

的
な
飛
行
が
不
能
と
な
つ
た
場
所
で
終
止
す
る
。
こ
の
境
界
は
、
ゼ
ン
ガ
ー
　
（
国
●
の
貫
臼
）
教
授
の
研
究
に
よ
れ
ぱ
、
地
球
の
表
面
か
ら
六
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
附
近
に
あ
る
。
叉
ヵ
ル
マ
ン
（
国
酵
目
診
）
教
授
の
計
算
に
よ
る
と
、
熱
力
學
的
な
熱
に
よ
つ
て
、
現
在
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
材
料

で
は
高
室
で
は
飛
行
が
不
能
と
な
る
。
こ
の
商
さ
は
地
球
の
表
面
か
ら
約
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
大
氣
圏
外
が
始
ま
る
。

地
球
か
ら
非
常
に
遠
い
所
ま
で
大
氣
の
少
量
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
高
さ
で
は
、
大
氣
は
も
は
や
浮
揚
力
や
輸
逸
力
の
要
素
と
し
て
働
く

よ
り
も
、
む
し
ろ
障
害
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
放
に
、
こ
の
よ
う
な
高
さ
で
は
航
室
（
o
嘗
跨
騎
9
）
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ

（
1
）る

。
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
の
見
解
で
は
、
室
氣
力
學
的
な
飛
行
が
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で
が
大
氣
圏
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
限
界
は
必
ず
し
も
明
確
で

な
く
、
八
五
キ
ロ
以
上
の
高
さ
で
は
熱
力
學
的
に
航
空
は
不
能
で
あ
る
が
、
室
氣
力
學
的
に
は
六
五
キ
ロ
附
近
ま
で
航
室
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
八
五
キ
ロ
と
六
五
キ
ロ
と
の
間
に
大
氣
圏
の
限
界
線
が
引
か
る
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
露
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
限
界
線
が
明
瞭
で
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
科
學
の
進
歩
に
よ
つ
て
航
室
機
の
樹
材
の
新
な
も
の
が
嚢
見
せ
ら
れ
て
カ
ル
マ
．
ソ
教
授
の
八
五
キ
ロ

　
　
　
　
領
室
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
一
五
五
）



　
　
　
領
室
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
一
五
六
）

の
線
を
越
え
て
も
な
お
航
室
に
堪
え
得
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
航
室
機
自
饅
の
改
善
に
よ
り
、
室
氣
力
學
的
に
観
て
六
五
キ
ロ
以
上

の
高
室
の
飛
行
が
可
能
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
限
界
線
は
不
動
な
も
の
で
な
く
て
、
科
學
の
嚢
逡
に
蓮
れ

て
憂
更
せ
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
線
で
あ
る
と
観
ね
ば
な
ら
な
い
。
果
し
て
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
限
界
線
は
甚
だ
し
く
不
安
定
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
訣
顯
が
あ
る
。

　
次
に
、
シ
ャ
ハ
タ
ー
（
O
・
警
薯
富
窪
）
は
異
つ
た
根
擦
か
ら
同
一
の
結
論
を
引
ぎ
出
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
國
家
は
自
國
の
領
土
、
領

水
上
の
総
て
の
飛
行
を
統
制
す
る
槽
利
が
あ
る
こ
と
は
、
永
い
國
際
慣
習
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
一
般
的
慣
行
で
法
と
認

め
ら
れ
て
い
る
誰
擦
と
し
て
の
國
際
慣
行
も
事
實
も
存
し
な
い
。
從
つ
て
、
こ
れ
以
上
の
も
げ
は
、
シ
カ
ゴ
及
び
パ
リ
ー
の
條
約
の
第
一
條
で
現

賞
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
等
の
條
約
で
は
、
室
氣
の
反
動
で
大
氣
圏
内
で
航
行
し
得
る
機
械
以
外
の
形
式
の
航
室
機
は
取
り
扱
つ
て
い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
以
外
の
航
室
機
は
無
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
室
氣
の
反
動
で
大
氣
圏
内
で
航
行
し
得
る
機
械
を
支
え
る
に
充
分

な
ガ
ス
鰹
の
あ
る
大
氣
圏
の
他
の
部
分
を
取
り
扱
う
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
読
は
、
シ
カ
ゴ
條
約
と
そ
の
附
属
協
定
と
を
｝

燈
的
に
考
え
る
こ
と
か
ら
出
叢
し
、
條
約
第
一
條
の
エ
ア
ー
・
ス
ペ
！
ス
と
い
う
言
葉
は
、
附
属
協
定
で
航
室
機
を
定
義
し
て
室
氣
の
反
動
で
航

行
す
る
航
室
機
と
し
て
あ
る
し
、
こ
れ
以
外
の
航
室
機
は
事
費
上
存
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
エ
ア
ー
・
ス
ペ
…
ス
と
い
う
言
葉
は
大
氣
圏
内
の

航
室
機
の
昇
り
得
る
商
さ
ま
で
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
本
條
約
と
附
属
協
定
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
故
に
、
彼
の
こ
の
解
繹

に
は
疑
問
が
あ
る
。
更
に
彼
は
、
エ
ア
ー
・
ス
ペ
ー
ス
を
大
氣
圏
と
解
し
な
が
ら
、
大
氣
圏
の
範
園
を
航
室
機
の
昇
り
得
る
高
さ
ま
で
と
す
る
勲

に
お
い
て
、
大
氣
圏
を
大
氣
（
室
氣
）
の
あ
る
圏
内
と
解
せ
ず
、
縮
少
解
輝
を
し
て
い
る
勲
も
注
目
す
ぺ
き
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
な
根
櫨
に
基
づ

く
読
も
、
前
に
撃
げ
た
根
擦
に
よ
る
読
も
、
航
室
機
の
進
歩
に
つ
れ
て
、
エ
ァ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
の
限
界
が
移
動
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
訣
黙
が
あ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
殊
に
、
　
「
X
一
五
」
の
形
に
掲
す
る
航
室
機
は
、
低
室
で
は
室
氣
力
學
的
な
上
昇
を
す
る
が
、
最
高
の
室
氣
力
學
的
な
上
昇

範
園
を
超
え
て
上
昇
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。



　
こ
の
よ
う
な
事
實
を
考
え
合
す
な
ら
ぱ
、
室
氣
力
學
的
に
航
室
機
が
昇
り
得
る
高
さ
ま
で
と
す
る
読
は
い
よ
い
よ
不
確
實
な
も
の
で
あ
る
と
い

　
　
　
　
（
2
）

え
る
で
あ
ろ
う
。

　
⇔
　
人
工
衛
星
が
軌
道
に
乗
る
高
さ

　
こ
の
読
に
よ
れ
ば
、
地
球
を
廻
る
軌
道
に
乗
せ
ら
れ
又
は
地
球
の
引
力
か
ら
脆
し
て
機
器
（
奉
獣
9
霊
）
の
通
る
匝
域
が
大
氣
圏
外
で
あ
る
と
す

る
。
軌
道
に
乗
せ
ら
れ
た
機
器
又
は
人
工
衛
星
の
關
係
は
大
氣
圏
の
限
界
に
封
し
物
理
的
に
健
全
な
定
義
を
直
ち
に
與
え
る
可
能
性
を
與
え
る
。

こ
れ
よ
り
低
い
高
度
の
と
こ
ろ
で
は
、
人
工
衛
星
は
大
氣
の
摩
擦
で
直
ち
に
破
壌
さ
れ
る
。
軌
道
に
乗
つ
た
人
工
衛
星
で
あ
る
た
め
に
は
、
機
器

は
、
少
く
と
も
、
摩
擦
で
破
壊
さ
れ
る
前
に
地
球
を
U
周
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
大
氣
圏
の
境
界
は
「
大
氣
の
密
度
が
充
分
低
く

て
、
大
氣
の
摩
擦
で
破
壌
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
、
軌
道
に
乗
せ
ら
れ
た
機
器
が
完
全
に
地
球
を
一
周
で
き
る
高
度
」
で
あ
る
と
定
義
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
人
工
衛
星
の
生
命
に
闘
す
る
わ
れ
わ
れ
の
計
算
に
よ
る
と
、
こ
の
高
度
は
、
典
型
的
な
重
量
と
容
積
の
も
の
、
即
ち
重
量
一
ト
ソ
で
容
積
三

〇
立
方
フ
ィ
ー
ト
の
人
工
術
星
に
封
し
て
は
一
〇
〇
マ
イ
ル
で
あ
る
。
そ
の
高
度
に
お
け
る
大
氣
の
濃
度
の
相
違
と
人
工
衛
星
の
質
量
と
横
断
匠

域
の
避
け
得
な
い
攣
化
、
更
に
適
確
に
言
え
ば
、
こ
の
二
要
件
の
憂
化
に
比
例
し
て
、
約
五
マ
イ
ル
の
ズ
レ
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

五
マ
イ
ル
と
い
う
激
字
が
、
こ
の
定
義
の
任
意
度
を
表
す
の
で
あ
る
。
カ
ル
マ
ン
教
授
の
計
算
に
よ
る
と
、
秒
速
二
五
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
で
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ぶ
物
盟
が
軌
道
に
乗
る
高
さ
は
二
七
五
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
線
を
「
カ
ル
マ
ソ
基
本
管
轄
穫
線
国
卜
閑
鵠
議
Z
ギ
ぼ
鱒
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

匂毫甘銭8亀ピ

甘
£
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
天
饅
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
地
球
上
か
ら
約
七
〇
マ
イ
ル
以
下
の
大
氣
は
大
部
分
の

流
星
を
十
分
防
ぎ
得
る
ほ
ど
濃
い
こ
と
が
謹
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
線
か
ら
上
は
、
ど
こ
で
も
人
工
衛
星
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
読
は
、
地
球
か
ら
或
物
饅
を
打
ち
上
げ
て
、
そ
の
物
饅
が
地
球
の
引
力
に
さ
か
ら
つ
て
、
人
工
衛
星
と
な
つ
て
地
球
を
一
周
す
る
に
は
、

一
定
の
高
度
以
下
で
は
絶
封
に
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
物
理
的
に
護
明
せ
ら
れ
て
い
る
な
ら
、
こ
の
詮
も
大
氣
圏
の
境
界
を
示
す
有
力

　
　
　
　
領
室
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
扁
　
　
　
（
漏
置
七
）



　
　
　
領
室
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
二
　
　
（
一
五
八
）

な
一
つ
の
基
準
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
5
。
し
か
し
、
地
球
の
引
力
か
ら
完
全
に
離
脆
せ
ず
し
て
、
引
力
に
さ
か
ら
つ
て
人
工
衛
星
と
な

り
地
球
を
廻
る
に
は
、
商
度
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
引
力
は
張
く
働
く
か
ら
、
そ
の
引
力
の
影
響
を
押
し
切
つ
て
進
む
た
め
に
は
、
高
度
が
低
け

れ
ば
物
饅
の
秒
速
を
増
す
と
い
う
方
法
で
、
や
は
り
人
工
衛
星
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
設
は
、
大
氣
圏
の
境
界
決
定
の
基
準
と

は
な
ら
な
い
。
物
理
學
的
な
精
細
な
理
論
は
私
の
能
力
の
限
界
外
に
あ
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
論
ず
る
こ
と
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
日
　
引
力
の
便
が
ゼ
ロ
の
線

　
こ
の
読
は
、
例
え
ぽ
ク
レ
ー
ル
（
凶
羅
5
目
）
に
よ
れ
ば
、
「
室
の
境
界
（
茸
o
懸
3
β
舘
警
φ
0
9
霧
言
）
印
ち
、
地
球
の
大
氣
圏
（
8
器
堕
ぎ
串

琶
名
0
8
塗
前
o
）
と
天
髄
間
の
室
間
（
一
．
舞
o
首
霊
鴬
濫
霞
o
）
と
の
境
界
は
、
地
球
の
重
力
圏
の
数
學
的
債
が
ゼ
ロ
の
線
で
形
造
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ε

る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
設
の
思
想
的
根
擦
と
な
る
も
の
は
、
國
家
の
利
盆
保
護
と
い
5
勲
に
あ
る
。
二
十
世
紀
の
初
頭
に
領
室
制
度
が
確

立
せ
ら
れ
た
理
由
は
、
上
室
か
ら
引
力
に
よ
つ
て
物
饅
が
落
下
す
る
場
合
に
、
そ
れ
に
よ
つ
て
惹
き
起
さ
れ
る
損
害
か
ら
下
位
國
を
守
る
と
い
う

こ
と
に
あ
つ
た
。
そ
こ
で
、
地
球
の
引
力
圏
内
で
は
、
上
室
の
物
饅
は
や
は
り
地
球
に
向
つ
て
落
下
す
る
か
ら
、
こ
の
危
瞼
か
ら
下
位
國
を
保
護

す
る
た
め
に
は
、
引
力
圏
内
に
は
下
位
國
の
主
櫨
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
實
際
上
地
球
の
重
力
の
数
學
的
便
が
ゼ
ロ

に
な
る
線
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
地
球
に
近
い
天
饅
の
月
や
太
陽
等
の
場
合
を
考
え
て
み
て
も
、
地
球
と
太
陽
と
の
距
離
は

常
に
一
定
し
て
は
い
な
い
し
、
二
個
の
物
饅
間
の
引
力
の
強
さ
は
、
そ
の
距
離
の
二
乗
に
反
比
例
す
る
か
ら
、
距
離
の
相
違
は
引
力
に
攣
動
を
來

す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
故
に
、
地
球
と
太
陽
と
の
位
置
の
移
動
に
ょ
つ
て
、
こ
の
二
個
の
物
髄
間
の
引
力
の
便
が
ゼ
ロ
に
な
つ
て
い

る
線
は
常
に
攣
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
關
係
は
地
球
と
月
、
地
球
と
そ
の
他
の
天
饅
の
間
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
引
力
が
ゼ
ロ
に
な
る
線
を
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
理
由
に
よ
つ
て
、
こ
の
読
の
着
想
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
具
燈
化
す
る

方
法
が
困
難
で
あ
る
。

　
㈱
　
國
家
が
現
實
に
支
配
力
を
及
ぼ
し
得
る
と
こ
ろ
ま
で



　
パ
リ
ー
條
約
第
哺
條
を
読
く
に
當
つ
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
　
（
民
駐
目
）
は
こ
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
國
家
は
こ
の
條
約
の
規
定

又
は
自
國
の
國
内
法
秩
序
を
、
他
國
の
航
室
機
に
封
し
て
、
自
國
が
有
効
な
支
配
を
も
つ
室
域
内
に
お
い
て
の
み
實
施
し
得
る
。
い
か
な
る
法
秩

序
の
有
効
性
も
、
こ
の
範
園
を
超
え
て
撲
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
に
お
い
て
、
公
海
自
由
の
原
則
に
類
似
し
た
室
域
自
由
、
地
下
自
由

を
定
め
た
一
般
國
際
法
の
原
則
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
規
範
の
峡
如
か
ら
、
必
然
的
に
、
地
面
の
上
下
は
關
係
國
の
領
域
で
あ
る
と
い
う
結
論
に

は
な
ら
な
い
。
領
域
國
の
有
効
な
支
配
外
に
あ
る
室
域
及
び
地
下
は
無
主
の
性
格
を
も
つ
こ
と
は
全
く
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
國

際
法
に
よ
れ
ば
、
，
他
國
は
、
た
と
え
技
術
的
に
は
占
有
す
る
能
力
が
あ
つ
て
も
、
占
有
穫
を
も
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
室
間
を
有
効

の
原
則
に
調
和
さ
し
て
特
徴
づ
け
る
唯
一
の
方
法
は
、
領
域
國
が
排
他
的
に
占
有
す
る
権
利
を
も
つ
と
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
帥
ち
、
技
術
的
乎

段
の
進
歩
に
よ
つ
て
、
有
効
な
る
支
配
外
に
あ
つ
た
室
域
の
こ
れ
等
の
部
分
や
地
下
に
自
國
の
法
秩
序
の
効
力
を
擾
大
し
得
る
と
解
す
る
こ
と
で

　
（
5
》

あ
る
」
。

　
ケ
ル
ゼ
ソ
の
右
の
よ
う
な
主
張
も
、
彼
自
身
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
科
學
的
な
進
歩
が
國
家
の
有
効
な
支
配
範
團
を
撞
大
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
、
科
學
的
嚢
達
に
つ
れ
て
、
領
室
の
範
園
が
横
大
せ
ら
れ
、
大
氣
圏
に
一
定
の
境
界
を
設
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
基

準
は
採
用
し
難
い
。

　
右
に
學
げ
た
諸
読
の
外
に
、
領
室
の
無
限
を
主
張
す
る
読
、
大
氣
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
帥
ち
極
め
て
微
量
の
室
氣
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
も
大

氣
圏
に
属
す
る
と
す
る
読
等
に
つ
い
て
は
、
既
に
そ
の
採
用
し
難
い
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
れ
等
の
各
種
の
意
見
が
い
ず
れ
も
賛
同
す
る
に
躊
躇
せ

し
め
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
間
題
の
困
難
さ
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
（
1
）
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四
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（
一
五
九
）



（（54））
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9
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四
四

（
一
六
〇
）

四
　
結

銃擁口

　
大
氣
圏
の
範
園
を
決
定
す
る
こ
と
が
現
欣
で
甚
だ
困
難
で
あ
る
こ
と
は
上
述
し
た
と
こ
ろ
で
明
か
で
あ
る
が
、
翫
述
の
大
氣
圏
の
範
園
決
定
に

關
す
る
努
力
は
、
主
と
し
て
、
大
氣
圏
の
境
界
に
つ
き
、
な
ん
ら
か
自
然
的
境
界
を
護
見
す
る
こ
と
に
あ
つ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
例
外
的
に
、

航
室
機
の
昇
り
得
る
高
さ
、
及
び
國
家
が
有
効
な
支
配
を
行
い
得
る
範
園
と
い
う
境
界
線
は
科
學
的
嚢
達
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
た
め
に
、

そ
こ
に
不
確
定
と
い
う
訣
陥
を
暴
露
し
た
。
航
室
科
學
、
宇
宙
科
學
等
の
進
歩
の
現
歌
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
不
動
の
墳
界
を
定
め

得
な
い
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
試
み
に
、
室
法
に
關
す
る
世
界
の
第
一
人
者
と
書
わ
れ
る
ク
ー
パ
ー
（
Q
8
窟
同
）
の
意
見
で
も
、
そ
の
意
見
は
幾

度
か
攣
韓
し
て
い
る
。
彼
は
一
九
五
一
年
に
は
、
國
家
の
領
域
の
上
部
の
境
界
は
、
エ
ァ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
の
上
部
の
境
界
と
地
球
の
引
力
の
上
部

の
限
界
と
の
間
に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
引
力
の
限
界
は
國
家
が
物
理
的
か
つ
科
學
的
能
力
で
い
つ
で
も
統
制
し
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

能
力
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
九
五
六
年
に
は
、
領
土
の
上
に
三
つ
の
厘
域
を
設
け
る
國
際
協
定
を
提
唱
し
て
い
る
。

第
一
の
匿
域
は
一
九
四
四
年
の
シ
カ
ゴ
條
約
に
よ
り
航
室
機
の
活
動
す
る
麗
域
で
、
こ
れ
を
テ
リ
ト
リ
ア
ル
・
ス
ペ
1
ス
（
言
鼠
8
琶
切
誉
o
）

と
よ
ん
で
い
る
。
第
二
の
匠
域
は
接
績
匿
域
（
8
昌
曹
8
切
馨
o
）
と
よ
び
、
こ
れ
は
三
〇
〇
マ
イ
ル
の
高
さ
ま
で
で
、
こ
の
麗
域
で
は
、
綿
て

の
非
軍
事
的
航
室
機
器
は
、
上
昇
、
下
降
の
時
に
通
過
穫
を
も
つ
。
最
後
に
、
接
績
匝
域
の
上
部
の
匠
域
は
、
総
て
の
機
器
の
自
由
通
行
を
認
め

る
麗
域
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
批
劃
の
的
と
な
り
、
彼
は
、
接
績
雇
域
を
六
〇
〇
マ
イ
ル
ま
で
の
高
さ
に
修
正
し
た
。
こ
の
案
に
鉗
し
て
も
、
①

室
域
を
分
割
す
る
こ
と
は
荷
早
で
あ
る
こ
と
、
の
テ
リ
ト
リ
ア
ル
・
ス
ペ
ー
ス
の
範
園
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
六
〇
〇
マ
イ
ル
ま
で
主

穫
を
及
ぼ
す
こ
と
は
非
現
實
的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
地
球
物
理
學
の
特
徴
そ
の
も
の
並
び
に
或
時
に
上
室
に
あ
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
國
家
が
護
見



し
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
㈲
領
水
制
度
を
類
推
し
た
基
礎
に
立
つ
接
績
匠
域
は
、
不
明
確
で
あ
り
、
不
用
で
あ
り
、

か
つ
實
施
不
能
で
あ
る
こ
と
、
⑤
ク
ー
パ
；
の
定
義
に
よ
る
接
績
匠
域
に
は
、
微
量
の
室
氣
が
あ
り
、
そ
れ
は
大
氣
圏
に
圏
す
る
。
從
つ
て
、
そ

の
使
用
に
つ
い
て
は
精
密
な
規
則
が
あ
る
こ
と
、
等
が
非
難
の
主
な
る
勲
で
あ
る
が
、
こ
の
批
到
の
當
否
は
別
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
科
學
的
進

歩
・
即
ち
・
人
工
衛
星
や
宇
宙
。
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
等
に
影
響
せ
ら
腔
た
も
の
と
思
う
が
、
ク
ー
パ
！
は
、
一
九
五
八
年
に
は
、
更
に
前
読
を

愛
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
諸
國
は
先
ず
㈲
エ
ア
ー
・
ス
ペ
ー
ス
の
上
部
の
境
界
を
定
め
る
國
際
協
定
、
帥
ち
、
領
窒
の
範
園
劃
定
に

闘
す
る
協
定
を
結
ぶ
か
、
或
い
は
⑧
エ
ア
ー
・
ス
ペ
ー
ス
と
ア
ゥ
タ
ー
・
ス
ペ
！
ス
と
の
間
の
境
界
を
劃
定
す
る
こ
と
な
く
、
高
度
飛
行
の
統
制

に
闘
す
る
協
定
を
結
ぶ
か
、
こ
の
瓢
が
先
決
問
題
と
し
て
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
協
定
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
從
つ
て
、
詳

細
な
検
討
・
帥
ち
、
大
氣
圏
及
び
高
度
飛
行
に
關
し
て
、
現
在
蒐
集
さ
れ
て
い
る
資
料
は
総
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
最
善
の
科
學
的
背
景
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
た
な
い
法
的
決
定
は
、
無
用
を
通
り
越
し
て
悪
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ク
ー
パ
ー
の
最
後
の
考
え
方
は
、
大
氣
圏
に
つ
い
て
の
自
然
的
な
境

界
探
究
の
方
法
を
避
け
て
、
國
際
協
定
で
境
界
線
を
確
定
す
る
考
え
方
に
墜
つ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
科
學
的
進
歩
の
現
状
を
基
礎
と
し
て
、
大
氣

圏
の
上
部
の
境
界
線
を
決
定
す
る
の
は
時
期
樹
早
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
え
方
に
は
充
分
な
理
由
が
あ
る
。
大
氣
圏
の
限
界
に

つ
き
、
科
學
の
進
歩
に
よ
り
お
か
合
理
的
な
基
準
が
提
供
せ
ら
れ
る
日
が
來
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
領
室
の
限
界
を
決
定
す
る
に
當
つ
て

は
、
下
位
國
の
安
全
を
保
障
す
る
こ
と
は
最
少
限
度
の
要
求
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
無
親
し
た
領
室
の
限
界
は
到
底
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
同
時
に
、
國
際
的
利
盆
に
も
當
然
考
慮
が
梯
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
二
個
の
利
盆
の
調
和
黙
が
嚢
見
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
領
室
の
上
限
が
ど
こ
で
定
め
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
直
面
す
る
問
題
で
あ
つ
て
、
領
室
の
無
限
読
と
は
反
封
の
方
向
に
進
み

っ
っ
あ
る
。
今
や
室
域
は
領
室
と
公
室
に
匠
分
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
大
氣
圏
と
大
氣
圏
外
に
匝
別
さ
れ
、
大
氣
圏
が
領
室
と
公
室
に
分
た

れ
る
と
い
う
法
的
制
度
へ
と
嚢
展
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
顧
れ
ば
、
約
五
〇
年
以
前
に
室
域
の
法
的
性
質
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

こ
れ
に
關
し
て
多
く
の
珍
読
を
産
ん
だ
。
そ
し
て
現
在
は
、
領
室
の
限
界
、
帥
ち
大
氣
圏
の
範
園
に
つ
い
て
現
在
の
學
者
が
い
ろ
い
ろ
の
主
張
を
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披
渥
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
諸
學
読
の
中
で
、
後
世
珍
読
の
そ
し
り
を
う
け
な
い
で
す
む
學
読
は
、
果
し
て
、
ど
の
學
読
で
あ
ろ
う
か
。
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